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§１．研究成果の概要 

 
本研究では、交通流理論と強化学習により都市交通システムの最適化手法の開発を行い、近

未来交通システムを念頭に置いた多様な交通需要マネジメント施策が最適化可能な基盤構築を

行うことを目的とする。本年度は交通流ダイナミクスの数理分析及び来年度に向けた交通流シミュ

レーションのキャリブレーションを以下の通り実施した。 

膨大な交通データの効率的な保管・活用に向けた交通工学分野の知見蓄積を目的に、複数

交通モードが存在する道路交通システムにおける交通流ダイナミクスの数理特性の解明を実施し

た。特に、デマンド型公共交通と自動車が利用可能な都市交通システムを対象とし、交通システム

の交通流ダイナミクスと公共交通の車内混雑を明示的に考慮した出発時刻・交通手段同時選択モ

デルを構築した．次に、利用者均衡状態（何の政策も実施しないで生じる均衡パターン）を導出

し、通勤ラッシュの多くの時間帯でデマンド型公共交通が利用されない条件等、既存研究ではみ

られないような特性を明らかにした。そして、将来実現しうる渋滞解消のための道路交通システムへ

のリアルタイム流入制御を実施した際の均衡パターンを解析した。解析結果として、（I）流入制御を

した際には交通システム外での自動車の待ち行列が発生しうること、(II)流入制御時にデマンド型

公共交通が利用されるパターンと利用されないパターンが存在し、流入制御の効果に大きな影響

をもたらしうること、等新たに明らかにした。 

次に、交通流シミュレーターのキャリブレーションを実施した。特に現況の交通状況を再現する

時間帯別交通需要の推計には高い計算コストがかかることに対して、効率的にキャリブレーション

可能な最適化手法の構築を行った。メルボルン市街地をケーススタディに構築した手法の検証を

行い、大規模ネットワークでも低い計算コスト（十数回の繰り返し計算）でキャリブレーション可能で

あることを明らかとした。 
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